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抽出クロマトグラフィ法による MA 回収技術のために開発している、CMPO および HDEHP を含浸させた

吸着材内部で形成される錯体形成メカニズムの解明のため、XAFS を用いた評価を実施してきた。本研究

では、吸着材の IBIL 分光を実施し、XAFS 解析結果と組み合わせた評価を試みた。XAFS 測定より確認し

た HDEHP 抽出剤の錯形成への寄与の増加に起因して、IBIL スペクトルに変化が現れることを見出した。 
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1. 緒言緒言緒言緒言 原子力機構では抽出クロマトグラフィ法による MA 回収技術の開発の一環として、CMPO および

HDEHP を共に含浸させた吸着材を用いたプロセスの検討を実施している。当該プロセスでは高レベル放射

性廃液中の MA と希土類元素を吸着材に保持させ、DTPA 溶液によって MA を溶離した後に、希土類元素

を洗浄する。プロセスの構築において、希土類元素を溶離するための洗浄液の選定が課題となっており[1]、

クエン酸水溶液等の適用性を現在調査している。今までに、吸着材内部形成される錯体形成メカニズムを

解明し、洗浄液の選定に資することを目的として、X 線吸収微細構造(XAFS)を用いた希土類元素の錯体構

造解析を実施してきた。本研究では錯体構造の変化をより詳細に調査することを目的として、イオンビー

ム誘起発光分光(IBIL)を実施し、XAFS 結果と組み合わせた評価を試みた。 

2. 実験実験実験実験 CMPO と HDEHP を 1:1 のモル比で含浸させた吸着材を調製し、Eu(III)を吸着させた。これに pH

をパラメータとして調製した 50 mM DTPA 溶液または 50 mM クエン酸溶液を接触させ、Eu(III)を脱着させ

たものを試料とした。IBIL 実験は、量研機構高崎研の TIARA にあるシングルエンド加速器の大気マイクロ

ビーム装置を用いて実施した[2]。3 MeV に加速した H+を 1µm 径に集光させて吸着材粒子に照射し、発光

スペクトルを UV-Vis 分光器によって測定した。 

3. 結果及び考察結果及び考察結果及び考察結果及び考察    図 1 に得られた IBIL スペクトルを示す。比較のため各抽出剤単体系の結果も合わせて示

す。HDEHP 単体での IBIL スペクトルから、HDEHP が錯体形成に寄与することで λ = 610 nm 付近に特徴的

なピークが現れることを確認した。混合系において、Eu 吸着

時には当該ピークが顕著ではないものの、DTPA 溶液やクエン

酸溶液による溶離操作後に顕著となり、残留している Eu の錯

体について HDEHP の寄与が大きくなることを明らかにした。

また、XAFS で評価した最近接構造に差異が確認されない試

料についても、IBIL スペクトルに顕著な違いが観察される場

合があり、XAFS のみでは捉えられない構造変化を IBIL 分光

分析で観察出来る可能性が示唆された。今後は、IBIL ピーク

の帰属など、より詳細な解析を進めていく。 
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図 1 Eu を保持させた吸着材の IBIL スペクトル 
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